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編集後記 

平成２１年８月２１日 ２００８～２００９ No.３ 

今週のプログラム 
● 第2102回（８/２１） 
● 会場  八王子エルシィ 

次回のプログラム 
● 第2103回（８/２８） 
● 会場  京王プラザホテル八王子 

親睦納涼夜間例会 
＊卓話　石田初雄パスト会長 

＊就任挨拶 

東京八王子西 
ロータリークラブ 

●会長標語                    会長  樫 崎　博 明るく 楽しく みんなでロータリーを 

●２００９～２０１０年度国際ロータリー・テーマ   

RI会長  ジョン・ケニー 

ロータリーの未来は 

あなたの手の中に 

２００９～２０１０  No.３ 平成２１年８月２１日 

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
） 

2
1
0
0
回
記
念
講
演
卓
話
 

2
0
1
6
年
事
業
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
つ
い
て
 

10
月
2
日
の
デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
開
催
地
は
決
ま
る
。

現
在
の
候
補
地
は
東
京
、シ
カ
ゴ（
ア

メ
リ
カ
）、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ（
ブ

ラ
ジ
ル
）、マ
ド
リ
ー
ド（
ス
ペ
イ
ン
）、

の
4
都
市
。
6
月
17
日
、ロ
ー
ザ
ン

ヌ（
ス
イ
ス
）で
、I
O
C
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
開
催
国

決
定
ま
で
、残
り
2
カ
月
し
か
な

い
が
、最
後
の
招
致
活
動
を
す
す

め
て
い
る
。
 

東
京
は
、半
径
8
km
圏
内
に
ほ

ぼ
す
べ
て
の
競
技
会
場
を
配
置
す

る
交
通
環
境
面
の
よ
さ
が
先
ず

あ
げ
ら
れ
る
。こ
の
ほ
か
、治
安
、

文
化
芸
術
、都
市
の
魅
力
も
他
を

圧
倒
し
て
い
る
。
さ
ら
に
東
京
都

は
五
輪
に
む
け
4
千
億
円
基
金

を
積
立
て
い
る
。
赤
字
が
で
れ
ば

政
府
保
証
と
い
う
お
墨
付
き
ま

で
あ
る
。
開
催
で
き
れ
ば
1
兆
5

千
億
円
〜
2
兆
9
千
億
円
の
経

済
効
果
も
み
こ
ま
れ
る
こ
と
な
ど

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
 

た
だ
マ
イ
ナ
ス
面
は
、国
内
の
招

致
支
持
率
が
65
％
と
低
い
こ
と
だ
。

参
考
に
リ
オ
は
82
％
も
あ
る
。
開

催
地
申
請
の
書
類
審
査
で
は
17

項
目
の
う
ち
16
項
目
で
1
番
だ
っ

た
。こ
れ
か
ら
は
苦
手
の
ロ
ビ
ー
活

動
に
全
力
を
い
れ
て
い
く
。
10
月

2
日
の
投
票
は
99
票
の
過
半
数
の

50
票
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
も
、

東
京
招
致
は
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の

発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
も
強
調
し

て
い
く
。
 

戦
後
、20
年
余
り
の
1
9
6
4

年
の
東
京
五
輪
は
大
成
功
だ
っ
た
。

16
個
の
金
の
ほ
か
メ
ダ
ル
29
個
を

獲
得
し
た
。
な
に
よ
り
も
、青
少

年
に
希
望
と
明
る
さ
と
活
力
を

あ
た
え
て
く
れ
た
。
再
度
の
東
京

五
輪
実
現
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

関
連
・・・
八
王
子
市
長
、黒
須

隆
一
氏
お
よ
び
衆
議
院
議
員
、萩

生
田
光
一
氏
も
来
賓
で
参
加
し
た
。

前
回
の
東
京
五
輪
の
自
転
車
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
の
会
場
は
八
王
子
市
だ

っ
た
。
東
京
市
長
、区
長
会
の
会
長

を
兼
務
す
る
立
場
か
ら
も
、石
原

知
事
の
三
多
摩
軽
視
の
発
言
を

撤
回
さ
せ
る
と
、お
詫
び
し
た
う

え
八
王
子
市
民
と
し
て
さ
ら
な
る

協
力
を
よ
び
か
け
た
。
 

さ
ら
に
萩
生
田
光
一
氏
よ
り
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
招
致
推
進
議
員

連
盟
事
務
局
長
と
し
て
竹
田
会

長
と
共
に
、招
致
に
努
力
し
て
い

る
事
の
お
話
し
が
あ
っ
た
。
 

竹
田
J
O
C
会
長
（
7
月
３１

日
来
ク
ラ
ブ
）か
ら
、2
0
1
6

年
の
東
京
五
輪
招
致
運
動
を
促

進
す
る
記
念
バ
ッ
チ
が
お
く
ら

れ
た
。
会
員
の
み
な
さ
ん
に
。
 

大
き
さ
は
2
セ
ン
チ
8
角
形
。

図
案
は
五
輪
の
マ
ー
ク
の
ほ
か
、

5
色
テ
ー
プ
を
む
す
ん
だ
水
引

が
描
か
れ
て
い
る
。
胸
に
か
ざ
り

五
輪
招
致
に
協
力
し
よ
う
。
 

日本オリンピック委員会 
竹田　恆和 会長 

黒
須
 
隆
一
 

八
王
子
市
長
 

萩
生
田
　
光
一
 

衆
議
院
議
員
 

第
2
1
0
1
回
●

2
0
0
9
・
8
・
7（
金
） 

◇
司
会
　
福
山
会
場
監
督
補
佐
 

◇
会
長
点
鐘
　
樫
崎
会
長
 

◇
君
が
代
斉
唱
 

◇
R
ソ
ン
グ
　
我
ら
の
生
業
 

◇
お
客
様
の
紹
介
　
樫
崎
会
長
 

＊
本
日
の
卓
話
講
師
 

多
摩
美
術
大
 

渡
部
一
二
名
誉
教
授
 

◇
食
事
と
交
歓
　
洋
食
　
 

◇
出
席
報
告
・
ニ
コ
ニ
コ
発
表
 

岡
本
出
席
財
務
委
員
 

会
員
70
名
中
42
名
出
席
。
出

席
率
66
・
67
％
。
先
週
の
メ
ー

ク
ア
ッ
プ
青
木
会
員
外
7
名
。

先
週
の
出
席
率
74
・
60
％
を
88

・
52
％
に
修
正
。
 

◇
会
長
挨
拶
　
樫
崎
会
長
 

＊
月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

就
任
2
ヶ
月
目
に
入
り
ま
し
た
。

先
週
は
2
1
0
0
回
記
念
例

会
に
ニ
コ
ニ
コ
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
の
基
金
に
大
勢
の
会
員

よ
り
ご
協
力
い
た
だ
き
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
 

＊
今
日
か
ら
八
王
子
祭
り
が
始

ま
り
、関
係
し
て
い
る
会
員
も

大
勢
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の

で
、是
非
例
会
が
お
わ
り
ま
し

た
ら
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

＊
9
月
5
日
に
開
催
い
た
し
ま

す
ク
ラ
ブ
全
体
事
業
の
募
集
を

始
め
て
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

＊
本
日
の
第
2
回
定
例
理
事
会

に
て
、2
0
1
0
年
度
か
ら
当

ク
ラ
ブ
で
、青
少
年
交
換
学
生

を
受
け
入
れ
る
事
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
 

＊
今
日
は
渡
部
先
生
の
湧
水
の

卓
話
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
幹
事
報
告
　
大
石
和
春
幹
事
 

＊
次
週
8
月
14
日（
金
）特
別
休

会
で
例
会
は
有
り
ま
せ
ん
。
 

＊
9
月
17
日（
木
）11
ク
ラ
ブ
合

同
例
会
で
す
。
町
田
エ
ル
シ
イ

が
会
場
で
す
。
文
章
に
て
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。
 

＊
年
会
費
未
納
の
方
は
至
急
納

入
く
だ
さ
い
。
 

＊
事
務
局
の
夏
休
み
8
月
10
日

〜
14
日（
金
）ま
で
で
す
。
そ
の

間
事
務
作
業
は
幹
事
・
副
幹
事

の
携
帯
に
連
絡
下
さ
い
。
詳
細

は
本
日
F
A
X
い
た
し
ま
す
。
 

◇
三
祝
 

司
会
　
池
田
親
睦
委
員
 

＊
会
員
誕
生
祝
 

大
石
創
元
・
馬
場
・
石
田
・
蔵
本

会
員
 

＊
会
員
令
夫
人
誕
生
祝
 

土
岐
・
大
石
和
春
・
萩
原
・
蔵

本
会
員
 

＊
結
婚
記
念
祝
 

白
鳥
会
員
 

◇
卓
話
 

講
師
紹
介
 

諸
星
職
業
奉
仕
委
員
長
 

講
師
 

多
摩
美
術
大
 

渡
部
一
二
名
誉
教
授
 

テ
ー
マ「
湧
水
に
つ
い
て
」
 

◇
会
長
点
鐘
　
樫
崎
会
長
 

◇
樫
崎
会
長
・
多
摩
美
大
の
渡

部
先
生
を
お
迎
え
し
て
湧
水

の
お
話
し
を
お
聞
き
い
た
し

ま
す
の
で
。 

◇
大
石
和
春
・
本
日
は
多
摩
美

大
の
渡
部
先
生
に
お
出
で
頂

き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

◇
馬
場
・
二
商
卒
業
生
の
会
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト（
記
念
文
化
展
）

を
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
。 

◇
諸
星
・
全
体
事
業
の
イ
ン
ト
ロ

で
多
摩
美
大
の
渡
部
先
生
に

お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

◇
池
田
・
8
月
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

◇
岡
本
・
今
年
度
は
出
席
財
務

委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

◇
大
石
創
元
・
誕
生
祝
を
い
た

だ
き
ま
す
の
で
。 

◇
大
田
・
8
月
に
な
り
ま
し
た
。

暑
い
け
れ
ど
も
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。 

ひさしぶりの会報担当。1号（蔵本）、2号（大田）、3号は私、

山田の当番。7月31日の2100回記念例会は日本オリンピック委

員会会長・竹田恆和さんの話だった。竹田さんは東京大崎ロ

ータリークラブの会長でもある。樫崎博会長と地区の勉強会

で知り合いこの日の講演が実現したと言う。ロータリーの人材

の巾の広さを知った参加者みんなの感謝の夕べだった。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S.Y

出
席
報
告
・
ニ
コ
ニ
コ
発
表
/
 

岡
本
出
席
財
務
委
員
 

会
長
挨
拶
/
 

樫
崎
会
長
 

幹
事
報
告
/
 

大
石
和
春
幹
事
 

三
祝
司
会
/
 

池
田
親
睦
委
員
 

講
師
紹
介
/
 

諸
星
職
業
奉
仕
委
員
長
 

マ
ー
ク
の
 

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
結
び
」
。
 

モ
チ
ー
フ
は
「
水
引
」
。
 



2
1
0
0
回
記
念
例
会
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
 

平成２1年８月２１日 ２００９～２０１０ No.３ 

第
2
0
9
9
回
・
第
2
1
0
0
回
併
合
例
会
 

●

2
0
0
9
・
7
・
３１（
金
） 

◇
司
会
　
西
川
会
場
監
督
補
佐
 

◇
会
長
点
鐘
　
樫
崎
会
長
 

◇
R
ソ
ン
グ
　
奉
仕
の
理
想
 

◇
お
客
様
の
紹
介
　
樫
崎
会
長
 

＊
本
日
の
記
念
講
演
講
師
 

竹
田
恆
和
J
O
C
会
長
 

＊
八
王
子
市
長
 

黒
須
隆
一
様
 

＊
衆
議
院
議
員
 

萩
生
田
光
一
様
 

＊
都
議
会
議
員
 

石
森
孝
志
様
 

＊
東
京
八
王
子
R
C
 

堤
　
吉
久
会
長
 

小
阪
　
優
幹
事
 

＊
東
京
八
王
子
東
R
C
 

小
山
　
晶
会
長
 

舟
津
和
夫
幹
事
 

＊
東
京
八
王
子
南
R
C
 

山
下
正
昭
会
長
 

森
田
貢
士
幹
事
 

＊
東
京
八
王
子
北
R
C
 

秋
山
　
誠
会
長
 

石
井
敏
彦
幹
事
 

＊
八
王
子
R
A
C
 

野
上
秀
之
会
長
 

本
田
惠
子
幹
事
 

＊
会
員
令
夫
人
 

石
井
静
子
様
・
石
森
良
子
様
 

大
石
智
子
様
・
大
石
千
恵
子
様
 

樫
崎
あ
つ
子
様
・
加
藤
宏
子
様
 

小
泉
安
枝
様
・
杉
本
カ
ヨ
子
様
 

田
中
文
子
様
・
西
村
敏
子
様
 

馬
場
明
美
様
・
三
浦
道
子
様
 

◇
出
席
報
告
・
ニ
コ
ニ
コ
発
表
 

竹
松
出
席
財
務
副
委
員
長
 

会
員
70
名
中
47
名
出
席
。
出

席
率
74
・
60
％
。
先
週
の
メ
ー
ク

ア
ッ
プ
岡
本
会
員
外
3
名
。
先

週
の
出
席
率
74
・
60
％
を
83
・

61
％
に
修
正
。
 

◇
会
長
挨
拶
　
樫
崎
会
長
 

＊
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
遠
路
、

2
1
0
0
回
例
会
に
竹
田

J
O
C
会
長
ご
夫
妻
に
ご
出

席
頂
き
心
よ
り
御
礼
も
申
し

上
げ
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致
が
決
定
し
ま
す
こ
と

を
ク
ラ
ブ
全
会
員
で
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。
 

◇
幹
事
報
告
　
大
石
和
春
幹
事
 

＊
今
年
は
21
世
紀
・
平
成
21
年
・

当
ク
ラ
ブ
の
2
1
0
0
回
例
会

と
21
が
重
な
る
年
で
す
。
 

＊
8
月
14
日
は
特
別
休
会
で
す

の
で
例
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

＊
8
月
28
日
は
納
涼
例
会
で
す

の
で
大
勢
の
ご
参
加
を
ご
家
族

お
誘
い
の
上
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ◇
2
1
0
0
回
記
念
講
演
卓
話
 

講
師
紹
介
　
樫
崎
会
長
 

講
師
　
竹
田
恆
和
J
O
C
会
長
 

テ
ー
マ「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
」
 

◇
会
長
点
鐘
　
樫
崎
会
長
 

 ◇
食
事
と
交
歓
 

◇
乾
杯
　
黒
須
直
前
会
長
 

◇
都
議
会
議
員
石
森
孝
志
様
 

◇
多
摩
南
グ
ル
ー
プ
/
青
木
孝

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、黒
崎
剛
グ
ル

ー
プ
幹
事
 

◇
東
京
大
崎
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
/
竹
田
恆
和
会
長
 

◇
東
京
八
王
子
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
/
堤
吉
久
会
長
、
小
坂

優
幹
事
 

◇
東
京
八
王
子
東
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
/
小
山
晶
会
長
、
舟

津
治
夫
幹
事
 

◇
東
京
八
王
子
南
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
/
山
下
正
昭
会
長
、

森
田
貢
士
幹
事
 

◇
東
京
八
王
子
北
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
/
秋
山
眞
会
長
、
石

井
敏
彦
幹
事
 

◇
樫
崎
会
長
・
2
1
0
0
回
の

記
念
例
会
に
J
O
C
会
長
の

竹
田
恆
和
様
を
お
迎
え
し
ま

し
た
の
で
。 

◇
大
石
和
春
幹
事
・
2
1
0
0

回
例
会
に
竹
田
様
を
は
じ
め

大
勢
の
お
客
様
に
お
出
で
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

◇
石
田
、田
辺
、石
森
、安
藤
磐
、

城
所
、蔵
本
、峰
尾
、山
口
、白

柳
、三
浦
、大
石
創
元
、石
井
、

天
野
、黒
須
、関
、安
藤
謙
治
、

塚
本
、山
本
、野
口
、杉
本
、福

山
、馬
場
、加
藤
、西
村
、鈴
木
、

田
中
貞
男
、宮
澤
、諸
星
、佐
野
、

本
郷
、河
西
・
2
1
0
0
回
記

念
例
会
を
祝
し
て
。 

◇
倉
田
・
娘
に
三
人
目
の
孫
が
生

ま
れ
ま
し
た
の
で
。 

◇
山
田
和
夫
・
本
日
、誕
生
日
に

て
。 

◇
村
内
・
い
つ
も
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

◇
竹
松
・
7
月
１８
日
、東
京
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
、本
年
度
東

京
都
シ
ニ
ア
剣
道
大
会
で
優

勝
し
ま
し
た
。
連
続
7
年
間

の
成
績
は
、優
勝
6
回
、準
優

勝
1
回
の
好
成
績
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
支
援
に
、心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。 

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
） 

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
） 

司
会
/
 

西
川
会
場
監
督
補
佐
 

出
席
報
告
・
ニ
コ
ニ
コ
発
表
/
 

竹
松
出
席
財
務
副
委
員
長
 

幹
事
報
告
/
 

大
石
和
春
幹
事
 

会
長
挨
拶
/
 

樫
崎
会
長
 

会
員
誕
生
祝
 

石
田
　
初
雄
　
71
回
 

大
石
　
創
元
　
64
回
 

馬
場
　
榮
次
　
63
回
 

蔵
本
　
健
　
　
51
回
 

 会
員
令
夫
人
誕
生
祝
 

土
岐
　
和
子
様
 

大
石
　
智
子
様
 

萩
原
美
恵
子
様
 

蔵
本
美
津
子
様
 

 結
婚
記
念
祝
 

白
鳥
　
一
成
　
37
回
 

太
陽
が
黄
経
1
5
0
度
に
達
す
る
時
。
残
暑
の
立
秋
も
過
ぎ
て
、暑
さ

も
止
ま
る
と
い
う
意
味
か
ら
処
暑
と
い
う
。よ
う
や
く
涼
風
が
吹
き
わ
た

る
初
秋
の
こ
ろ
、綿
の
花
が
開
き
穀
物
が
実
り
始
め
、収
穫
の
候
も
目
前

と
な
り
ま
す
。
昔
か
ら
、こ
の
頃
は
二
百
十
日
と
並
び
台
風
襲
来
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
が
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
 

そ
れ
で
は
、今
月
三
祝
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

処
暑
（
し
ょ
し
ょ
）　
新
暦
8
月
23
日
ご
ろ
↓
旧
暦
7
月
中
期
 

八
月
三
祝
　
葉
月（
は
づ
き
） 

『
未
来
を
託
す
子
ど
も
た

ち
へ
』
守
ろ
う
！
湧
水
、伝
え

よ
う
！
水
文
化
 

八
王
子
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
今
年
度
の
全
体
事
業
テ
ー
マ
で

あ
る
。
8
月
7
日
の
例
会
で
は
、

全
国
の
水
路
の
調
査
か
ら
新
し
い

都
市
計
画
を
唱
え
て
い
る
渡
部
一

二
さ
ん（
多
摩
美
術
大
学
名
誉
教

授
）か
ら『
八
王
子
と
水
路
に
つ
い

て
』の
話
を
き
い
た
。
そ
の
要
約
で

あ
る
。
 

八
王
子
『
湧
水
空
間
』の
復
活

と
価
値
。
難
し
い
題
目
か
ら
始
ま

っ
た
。
水
は
心
に
残
る
風
景
を
残

し
て
き
た
。
伝
統
的
な
城
下
町
に

は
み
な
堀
や
水
路
が
あ
る
。
そ
の

地
域
の
環
境
の
宝
も
の
と
し
て
未

来
の
人
に
残
す
た
め
に
町
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
き
た
。
 

昭
和
63
年
に
環
境
庁
は
『
名

水
百
選
』
を
実
施
し
た
。
岐
阜
の

郡
上
八
幡
は
こ
の
選
に
選
ば
れ
る

努
力
を
し
て
名
実
と
も
に
豊
か

な
水
の
観
光
都
市
と
し
て
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

八
王
子
に
は
40
〜
50
の
湧
水

池
が
あ
る
。
大
学
の
研
究
生
と
と

も
に
湧
水
池
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
を

行
っ
た
。
消
え
て
い
く
も
の
。
大
勢

の
ひ
と
び
と
に
見
守
ら
れ
て
い
く

も
の
。
公
私
ま
じ
っ
て
存
在
す
る
。
 

八
王
子
駅
を
中
心
に
円
を
描

き
八
つ
の
湧
水
池
を
選
ん
だ
。
八

王
子
の
地
名
の
由
来
の
八
人
の
王

子
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。
 

近
く
に
あ
る
『
御
所
水
通
り
』

は
武
田
信
玄
の
娘
、松
姫
が
甲
州

か
ら
こ
の
地
に
落
ち
延
び
、住
み
つ

い
て
、此
処
の
水
を
使
っ
た
。
こ
の

名
の
い
わ
れ
だ
と
い
う
。や
が
て『
信

松
院
』
を
開
基
し
、い
ま
も
隆
盛

に
の
こ
っ
て
い
る
。
 

歴
史
に
の
こ
る
湧
水
池
を
市

民
が
守
る
こ
と
が
未
来
の
町
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
水
を
生
か

す
町
づ
く
り
が
、こ
れ
か
ら
の
都

市
計
画
で
あ
る
。
 

「
湧
水
に
つ
い
て
」
 

多摩美術大学 
渡部  一二 名誉教授 

卓
話
に
つ
い
て
 

こ
れ
ま
で
会
報
で
は
、卓
話
を
詳

細
に
再
録
し
て
き
た
。
卓
話
は
そ
の

場
で
聞
い
た
者
の
感
激
で
あ
り
、記
録

と
し
て
残
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か

疑
問
に
お
も
う
。
今
回
は
メ
モ
だ
け

で
原
稿
に
し
て
み
た
。
内
容
に
異
存

が
あ
れ
ば
ご
容
赦
願
い
た
い
。 
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平成２1年８月２１日 ２００９～２０１０ No.３ 

第
2
0
9
9
回
・
第
2
1
0
0
回
併
合
例
会
 

●

2
0
0
9
・
7
・
３１（
金
） 

◇
司
会
　
西
川
会
場
監
督
補
佐
 

◇
会
長
点
鐘
　
樫
崎
会
長
 

◇
R
ソ
ン
グ
　
奉
仕
の
理
想
 

◇
お
客
様
の
紹
介
　
樫
崎
会
長
 

＊
本
日
の
記
念
講
演
講
師
 

竹
田
恆
和
J
O
C
会
長
 

＊
八
王
子
市
長
 

黒
須
隆
一
様
 

＊
衆
議
院
議
員
 

萩
生
田
光
一
様
 

＊
都
議
会
議
員
 

石
森
孝
志
様
 

＊
東
京
八
王
子
R
C
 

堤
　
吉
久
会
長
 

小
阪
　
優
幹
事
 

＊
東
京
八
王
子
東
R
C
 

小
山
　
晶
会
長
 

舟
津
和
夫
幹
事
 

＊
東
京
八
王
子
南
R
C
 

山
下
正
昭
会
長
 

森
田
貢
士
幹
事
 

＊
東
京
八
王
子
北
R
C
 

秋
山
　
誠
会
長
 

石
井
敏
彦
幹
事
 

＊
八
王
子
R
A
C
 

野
上
秀
之
会
長
 

本
田
惠
子
幹
事
 

＊
会
員
令
夫
人
 

石
井
静
子
様
・
石
森
良
子
様
 

大
石
智
子
様
・
大
石
千
恵
子
様
 

樫
崎
あ
つ
子
様
・
加
藤
宏
子
様
 

小
泉
安
枝
様
・
杉
本
カ
ヨ
子
様
 

田
中
文
子
様
・
西
村
敏
子
様
 

馬
場
明
美
様
・
三
浦
道
子
様
 

◇
出
席
報
告
・
ニ
コ
ニ
コ
発
表
 

竹
松
出
席
財
務
副
委
員
長
 

会
員
70
名
中
47
名
出
席
。
出

席
率
74
・
60
％
。
先
週
の
メ
ー
ク

ア
ッ
プ
岡
本
会
員
外
3
名
。
先

週
の
出
席
率
74
・
60
％
を
83
・

61
％
に
修
正
。
 

◇
会
長
挨
拶
　
樫
崎
会
長
 

＊
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
遠
路
、

2
1
0
0
回
例
会
に
竹
田

J
O
C
会
長
ご
夫
妻
に
ご
出

席
頂
き
心
よ
り
御
礼
も
申
し

上
げ
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致
が
決
定
し
ま
す
こ
と

を
ク
ラ
ブ
全
会
員
で
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。
 

◇
幹
事
報
告
　
大
石
和
春
幹
事
 

＊
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21
世
紀
・
平
成
21
年
・

当
ク
ラ
ブ
の
2
1
0
0
回
例
会

と
21
が
重
な
る
年
で
す
。
 

＊
8
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14
日
は
特
別
休
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す

の
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ま
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。
 

＊
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。
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介
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◇
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◇
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◇
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◇
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ロ
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、
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迎
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。 
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澤
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2
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回
記
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を
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て
。 

◇
倉
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目
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が
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日
に
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。 
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村
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い
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大
変
お
世
話
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松
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7
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１８
日
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京
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
、本
年
度
東

京
都
シ
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剣
道
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で
優

勝
し
ま
し
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。
連
続
7
年
間

の
成
績
は
、優
勝
6
回
、準
優

勝
1
回
の
好
成
績
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
支
援
に
、心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
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駅
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八
つ
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だ
。
八

王
子
の
地
名
の
由
来
の
八
人
の
王

子
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。
 

近
く
に
あ
る
『
御
所
水
通
り
』

は
武
田
信
玄
の
娘
、松
姫
が
甲
州

か
ら
こ
の
地
に
落
ち
延
び
、住
み
つ

い
て
、此
処
の
水
を
使
っ
た
。
こ
の

名
の
い
わ
れ
だ
と
い
う
。や
が
て『
信

松
院
』
を
開
基
し
、い
ま
も
隆
盛

に
の
こ
っ
て
い
る
。
 

歴
史
に
の
こ
る
湧
水
池
を
市

民
が
守
る
こ
と
が
未
来
の
町
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
水
を
生
か

す
町
づ
く
り
が
、こ
れ
か
ら
の
都

市
計
画
で
あ
る
。
 

「
湧
水
に
つ
い
て
」
 

多摩美術大学 
渡部  一二 名誉教授 

卓
話
に
つ
い
て
 

こ
れ
ま
で
会
報
で
は
、卓
話
を
詳

細
に
再
録
し
て
き
た
。
卓
話
は
そ
の

場
で
聞
い
た
者
の
感
激
で
あ
り
、記
録

と
し
て
残
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か

疑
問
に
お
も
う
。
今
回
は
メ
モ
だ
け

で
原
稿
に
し
て
み
た
。
内
容
に
異
存

が
あ
れ
ば
ご
容
赦
願
い
た
い
。 




